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研究の概要：
プラネタリウム等公共施設へ大画面でアラスカからの動画映像を放映する。
また、アラスカという極域に設置したビデオカメラからの動画映像を、安定し比較的高い帯
域で伝送し続けるための技術的探求に関する研究。
研究の目的：
目的１： オーロラが持つ学術的な側面を多くの人にしってもらう「科学技術コミュニケーシ
ョン活動」として、本研究を行う。
目的２： アラスカに設置したオーロラ動画撮影用機器から送られる動画映像を安定した
日本まで伝送を実現するための研究を行う。
実験機器構成：

研究開発成果：（成果１）
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（成果２）
ビジネスモデル商品開発に成功 （世界初の携帯電話向けオーロラ中継サービス（有料））
（運用は商用回線を利用しています）
---------------------------------------
プロジェクトのアピールポイント
＜４つの世界初を達成＞
（世界初１） オーロラ動画生中継イベント（２００６年１１月１８日 東京・三鷹）
（世界初２） プラネタリウムへのオーロラ動画生中継 （２００７年１月 名古屋市科学館）
（世界初３） 携帯電話向けオーロラ中継コンテンツ開始 （２００７年２月～）
（世界初４） オーロラと流星群の競演を同時中継することに成功。（２００７年１０月２１日）
＜ビジネスモデルプランの例＞

「オーロラ中継 cafe/ イベント / 専用アトラクション」

国内外問わず、世界中のcafé、レストランなどへ中継映像を届ける（今シーズン開始予定）
プロジェクトの自己評価
（１）研究計画に基づき適切に進められたか
（２）JGN2 回線接続手続きが遅れてしまったために、２００６年のオーロラシーズン終盤か

らの研究となってしまった。それ以外では、ほぼ予定通り進んでいる。
（２）今後の課題
アラスカ－JGN2－遊造 のネットワーク間の場所は特定できていないが、どこかで回線が
不安定になる箇所があり、稀に回線が不安定になることがある。
原因箇所の特定と対策が課題である。
また、商品開発をさらに進めることは明確な課題である。


